
(57)【要約】

【課題】口出し線とワイヤハーネスの接続部を少ない工

数と部品点数で簡便に接続固定することができる磁石式

発電機のステータを提供する。

【解決手段】発電コイル２の口出し線７をワイヤハーネ

ス３に接続する部分を、ターミナル６を用いてステータ

コア１の継鉄部１１に固定する。ステータコア１の継鉄

部１１には、ターミナル６を挿入するための挿入孔５が

穿設される。ターミナル６の両側には係止部６３が設け

られ、ターミナル６の末端部にはワイヤハーネス３の先

端部を接続するためのかしめ接続部６１が設けられる。

ターミナル６の先端部には発電コイル２の口出し線７を

接続するための接続部６２が設けられる。ターミナル６

が挿入される挿入孔５は、ターミナル６を背面側から挿

入し貫通した後、その軸の回りで回動させ且つ反挿入側

に戻すことにより、ターミナル６を挿入孔５内に係止さ

せる形状に形成されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 リ ン グ 状 の 継 鉄 部 の 外 周 に 複 数 の 突 極 部 が 突 設 さ れ た ス テ ー タ コ ア と 、 該 ス テ ー タ コ ア
の 各 突 極 部 に 巻 装 さ れ た 発 電 コ イ ル と 、 を 備 え 、 該 発 電 コ イ ル の 口 出 し 線 を ワ イ ヤ ハ ー ネ
ス に 接 続 す る 部 分 を 、 タ ー ミ ナ ル を 用 い て 該 ス テ ー タ コ ア の 継 鉄 部 に 固 定 す る 構 造 の 磁 石
式 発 電 機 の ス テ ー タ に お い て 、
　 該 ス テ ー タ コ ア の 継 鉄 部 に は 、 前 記 タ ー ミ ナ ル を 挿 入 す る た め の 挿 入 孔 が 穿 設 さ れ 、 該
タ ー ミ ナ ル の 両 側 に 係 止 部 が 設 け ら れ 、 該 タ ー ミ ナ ル の 末 端 部 に は ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 先 端
部 を 接 続 す る た め の 接 続 部 が 設 け ら れ る と 共 に 、 該 タ ー ミ ナ ル の 先 端 部 に は 前 記 発 電 コ イ
ル の 口 出 し 線 を 接 続 す る た め の 接 続 部 が 設 け ら れ 、 該 タ ー ミ ナ ル が 挿 入 さ れ る 該 挿 入 孔 は
、 該 タ ー ミ ナ ル を 背 面 側 か ら 挿 入 さ れ 貫 通 し た 後 、 そ の 軸 線 の 回 り で 回 動 さ せ 且 つ 反 挿 入
側 に 戻 す こ と に よ り 、 該 タ ー ミ ナ ル を 該 挿 入 孔 内 に 係 止 さ せ る 形 状 に 形 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 磁 石 式 発 電 機 の ス テ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス テ ー タ コ ア の 少 な く と も 継 鉄 部 の 一 部 及 び 挿 入 孔 に は 絶 縁 体 が 被 覆 形 成 さ れ 、 該
絶 縁 体 は 該 ス テ ー タ コ ア を イ ン サ ー ト と し て 合 成 樹 脂 に よ り イ ン サ ー ト 成 形 さ れ て い る 請
求 項 １ 記 載 の 磁 石 式 発 電 機 の ス テ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ス テ ー タ コ ア の 少 な く と も 継 鉄 部 の 一 部 及 び 挿 入 孔 に は 絶 縁 体 が 被 覆 形 成 さ れ 、 前
記 絶 縁 体 は 合 成 樹 脂 に よ り ボ ビ ン 半 割 り 体 と し て 形 成 さ れ 、 該 ス テ ー タ コ ア の 両 側 か ら 該
ボ ビ ン 半 割 り 体 が 嵌 着 さ れ 、 該 ボ ビ ン 半 割 り 体 の 継 鉄 部 へ の 延 設 部 に 挿 入 孔 が 形 成 さ れ て
い る 請 求 項 １ 記 載 の 磁 石 式 発 電 機 の ス テ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 挿 入 孔 は 、 そ の 横 断 面 形 状 が 縦 幅 と 横 幅 を 相 違 し た 形 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １
記 載 の 磁 石 式 発 電 機 の ス テ ー タ 。
                                                                        
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 二 輪 車 、 バ ギ ー 車 、 雪 上 車 な ど の エ ン ジ ン に 装 着 さ れ 、 搭 載 バ ッ テ リ の
充 電 や 電 気 機 器 へ の 電 力 供 給 に 使 用 さ れ る 磁 石 式 発 電 機 の ス テ ー タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 磁 石 式 発 電 機 に は ア ウ タ ロ ー タ 型 と イ ン ナ ー ロ ー タ 型 が あ り 、 ア ウ タ ロ ー タ 型 の 磁 石 式
発 電 機 の ス テ ー タ は 、 多 数 の 突 極 部 を 円 周 上 に 突 設 し た ス テ ー タ コ ア の 各 突 極 部 に 、 発 電
コ イ ル を 巻 装 し て 構 成 さ れ 、 鋼 板 を 積 層 し た 構 造 の ス テ ー タ コ ア は 、 中 央 を 円 形 に 開 口 し
た リ ン グ 状 継 鉄 部 の 周 囲 に 、 突 極 部 を 放 射 状 に 突 設 し 、 継 鉄 部 に 穿 設 し た 複 数 の 取 付 孔 と
取 付 ボ ル ト を 用 い て 、 エ ン ジ ン ケ ー シ ン グ な ど の 内 側 に 固 定 さ れ る 。 一 方 、 エ ン ジ ン の ク
ラ ン ク 軸 に 取 り 付 け ら れ る ロ ー タ は 、 ス テ ー タ の 外 周 部 に 僅 か な 隙 間 を 介 し て 回 転 可 能 に
配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 磁 石 式 発 電 機 の ス テ ー タ に お い て 、 そ の 発 電 コ イ ル の 電 力 を 導 出 す る た め の
コ イ ル の 口 出 し 線 は 、 接 続 部 を 介 し て ワ イ ヤ ハ ー ネ ス と 接 続 さ れ る が 、 そ の 接 続 部 と し て
、 タ ー ミ ナ ル を ス テ ー タ コ ア に 固 定 し 、 そ の タ ー ミ ナ ル 上 に コ イ ル の 口 出 し 線 と ワ イ ヤ ハ
ー ネ ス の 端 部 を 半 田 付 け す る 構 造 の も の が 、 下 記 の 特 許 文 献 １ な ど で 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ６ ９ ４ ９ ５ 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 口 出 し 線 の 接 続 部 の 固 定 は 、 ス テ ー タ コ ア の 各 突 極 部 に コ イ ル を 巻
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装 し た 状 態 で 、 そ の 継 鉄 部 に 設 け た 孔 に 絶 縁 体 を 介 し て タ ー ミ ナ ル を 嵌 入 し 、 さ ら に 、 そ
の タ ー ミ ナ ル 上 に ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 線 材 の 端 部 を 半 田 付 け す る と 共 に 、 コ イ ル の 口 出 し 線
を 半 田 付 け し て い る た め 、 非 常 に 小 形 の タ ー ミ ナ ル を 所 定 の 孔 に は め 込 む 作 業 、 或 い は そ
こ に 口 出 し 線 と ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 線 材 の 接 続 す る 作 業 は 煩 雑 で 難 し く 、 作 業 工 数 が 増 大 す
る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 口 出 し 線 と ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 接 続 部 を 少
な い 工 数 と 部 品 点 数 で 簡 便 に 接 続 固 定 す る こ と が で き る 磁 石 式 発 電 機 の ス テ ー タ を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 磁 石 式 発 電 機 の ス テ ー タ は 、 リ ン グ 状 の 継 鉄 部 の
外 周 に 複 数 の 突 極 部 が 突 設 さ れ た ス テ ー タ コ ア と 、 ス テ ー タ コ ア の 各 突 極 部 に 巻 装 さ れ た
発 電 コ イ ル と 、 を 備 え 、 発 電 コ イ ル の 口 出 し 線 を ワ イ ヤ ハ ー ネ ス に 接 続 す る 部 分 を 、 タ ー
ミ ナ ル を 用 い て ス テ ー タ コ ア の 継 鉄 部 に 固 定 す る 構 造 の 磁 石 式 発 電 機 の ス テ ー タ に お い て
、 ス テ ー タ コ ア の 継 鉄 部 に は 、 タ ー ミ ナ ル を 挿 入 す る た め の 挿 入 孔 が 穿 設 さ れ 、 タ ー ミ ナ
ル の 両 側 に 係 止 部 が 設 け ら れ 、 タ ー ミ ナ ル の 末 端 部 に は ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 先 端 部 を 接 続 す
る た め の 接 続 部 が 設 け ら れ る と 共 に 、 タ ー ミ ナ ル の 先 端 部 に は 発 電 コ イ ル の 口 出 し 線 を 接
続 す る た め の 接 続 部 が 設 け ら れ 、 タ ー ミ ナ ル が 挿 入 さ れ る 挿 入 孔 は 、 タ ー ミ ナ ル を 背 面 側
か ら 挿 入 し 貫 通 し た 後 、 そ の 軸 線 の 回 り で 回 動 さ せ 且 つ 反 挿 入 側 に 戻 す こ と に よ り 、 タ ー
ミ ナ ル を 挿 入 孔 内 に 係 止 さ せ る 形 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ で 、 上 記 ス テ ー タ に お い て は 、 ス テ ー タ コ ア の 少 な く と も 継 鉄 部 の 一 部 及 び 挿 入 孔
に 、 絶 縁 体 を 被 覆 形 成 し 、 こ の 絶 縁 体 は ス テ ー タ コ ア を イ ン サ ー ト と し て 合 成 樹 脂 に よ り
イ ン サ ー ト 成 形 す る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 ス テ ー タ コ ア の 少 な く と も 継 鉄 部 の 一 部 及
び 挿 入 孔 に 、 絶 縁 体 を 被 覆 形 成 し 、 こ の 絶 縁 体 は 合 成 樹 脂 に よ り ボ ビ ン 半 割 り 体 と し て 形
成 し 、 ス テ ー タ コ ア の 両 側 か ら ボ ビ ン 半 割 り 体 を 嵌 着 し 、 ボ ビ ン 半 割 り 体 の 継 鉄 部 へ の 延
設 部 に 挿 入 孔 を 形 成 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 上 記 ス テ ー タ に お い て 、 挿 入 孔 は 、 そ の
横 断 面 が 縦 幅 と 横 幅 を 相 違 し た 形 状 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 構 成 の 磁 石 式 発 電 機 の ス テ ー タ は 、 発 電 コ イ ル の 口 出 し 線 と ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 接 続
し て 固 定 す る 場 合 、 先 ず 、 各 タ ー ミ ナ ル の 末 端 の 接 続 部 を ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 各 先 端 部 に 接
続 す る 。 タ ー ミ ナ ル の 末 端 の 接 続 部 は か し め 固 定 可 能 に 形 成 さ れ 、 そ の 接 続 部 を か し め て
ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 線 材 の 先 端 に タ ー ミ ナ ル が 接 続 さ れ る 。 次 に 、 線 材 の 先 端 部 に 接 続 さ れ
た タ ー ミ ナ ル を 、 ス テ ー タ コ ア に お け る 絶 縁 体 の 挿 入 孔 に 一 方 の 側 か ら 挿 入 し 、 タ ー ミ ナ
ル の 先 端 が 挿 入 孔 の 他 方 の 開 口 か ら 突 出 し た 貫 通 状 態 で 、 そ れ を タ ー ミ ナ ル の 軸 の 回 り で
例 え ば ９ ０ 度 回 し て 反 挿 入 側 に 戻 す よ う に す る 。 こ れ に よ り 、 タ ー ミ ナ ル の 両 側 の 係 止 部
が 挿 入 孔 内 の 絶 縁 体 の 被 覆 層 が 孔 内 に あ る 場 合 は 絶 縁 体 に 、 絶 縁 体 が な い 場 合 は ス テ ー タ
コ ア の 壁 面 に 係 止 さ れ 、 タ ー ミ ナ ル は 挿 入 孔 内 に 固 定 さ れ る 。 次 に 、 挿 入 孔 の 先 端 か ら 突
き 出 し た タ ー ミ ナ ル の 先 端 の 接 続 部 に 、 発 電 コ イ ル の 口 出 し 線 の 先 端 を 半 田 付 け し て 、 ス
テ ー タ へ の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 接 続 は 完 了 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 線 材 の 先 端 に タ ー ミ ナ ル を か し め 固 定 に よ り 固 定 し た 状
態 で 、 そ の タ ー ミ ナ ル を 、 ス テ ー タ コ ア の 挿 入 孔 に 挿 入 し 、 そ れ を タ ー ミ ナ ル の 軸 の 回 り
で 例 え ば ９ ０ 度 回 し て 反 挿 入 側 に 戻 す よ う に す る だ け で 、 タ ー ミ ナ ル を ス テ ー タ コ ア に 対
し 固 定 す る こ と が で き 、 ま た 、 タ ー ミ ナ ル は 予 め ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 線 材 の 先 端 に か し め 固
定 し て お く こ と が で き る た め 、 従 来 の こ の 種 の 配 線 接 続 作 業 に 比 べ 、 接 続 作 業 が 簡 単 で 作
業 性 が 向 上 し 、 配 線 接 続 の 工 数 と 時 間 を 削 減 し て 製 造 コ ス ト を 下 げ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 磁 石 式 発 電 機 の ス テ ー タ
の 正 面 図 を 示 し 、 図 ２ は そ の 背 面 図 を 示 し て い る 。 こ の 磁 石 式 発 電 機 の ス テ ー タ は 、 リ ン
グ 状 の 継 鉄 部 １ １ の 外 周 に 複 数 の 突 極 部 １ ２ が 突 設 さ れ た ス テ ー タ コ ア １ と 、 ス テ ー タ コ
ア １ の 各 突 極 部 １ ２ に 巻 装 さ れ た 発 電 コ イ ル ２ と 、 を 備 え 、 継 鉄 部 １ １ に 取 り 付 け た タ ー
ミ ナ ル ６ に 、 発 電 コ イ ル ２ の 口 出 し 線 ７ と ワ イ ヤ ハ ー ネ ス ３ の 線 材 を 接 続 し て 構 成 さ れ る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 発 電 コ イ ル ２ を 巻 装 す る ス テ ー タ コ ア １ は 、 中 央 に 円 形 の 開 口 部 を 有 す る リ ン グ 状 の 継
鉄 部 １ １ の 外 周 に 、 複 数 の 突 極 部 １ ２ を （ こ こ で は ８ 個 の 突 極 部 １ ２ を ） ４ ５ 度 の 間 隔 で
放 射 状 に 突 設 し て 形 成 さ れ る 。 ま た 、 ス テ ー タ コ ア １ は 所 定 の 形 状 に 打 ち 抜 い た 複 数 の 鋼
板 を 積 層 し 、 リ ベ ッ ト １ ４ に よ り そ れ ら を 一 体 に 固 定 し て 形 成 さ れ る 。 最 前 面 の 鋼 板 と 背
面 の 鋼 板 に お け る 突 極 部 １ ２ の 先 端 は 、 外 側 に フ ラ ン ジ 状 に 曲 折 さ れ 、 そ の 部 分 に 巻 装 す
る 発 電 コ イ ル ２ の 保 持 機 能 を 持 た せ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 リ ン グ 状 の 継 鉄 部 １ １ に は 、 エ ン ジ ン ケ ー シ ン グ 等 の 固 定 部 材 に 固 定 す る た め の 固 定 孔
１ ３ が 穿 設 さ れ 、 リ ベ ッ ト １ ４ も こ の 継 鉄 部 １ １ に 穿 設 し た 貫 通 孔 に 挿 通 さ れ 、 か し め 固
定 さ れ る 。 ま た 、 継 鉄 部 １ １ に は 後 述 の タ ー ミ ナ ル 取 付 用 の 複 数 の 挿 入 孔 ５ が 穿 設 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 ス テ ー タ コ ア １ の 各 突 極 部 １ ２ と 継 鉄 部 １ １ の 一 部 に は そ れ ら を 覆 う よ う に 合
成 樹 脂 の 絶 縁 体 ４ が 被 覆 形 成 さ れ る 。 突 極 部 １ ２ を 覆 う 絶 縁 体 ４ は 、 ボ ビ ン ８ と し て 形 成
さ れ 、 ボ ビ ン ８ の 周 囲 に 発 電 コ イ ル ２ が 巻 装 さ れ 、 そ の 発 電 コ イ ル ２ の 端 部 は 口 出 し 線 ７
と し て 正 面 側 に 引 き 出 さ れ て い る 。 さ ら に 、 継 鉄 部 １ １ に は タ ー ミ ナ ル 取 付 用 の 挿 入 孔 ５
が 例 え ば ３ 箇 所 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の ２ 箇 所 の 挿 入 孔 ５ 内 に は 、 絶 縁 体 ４ の 被 覆 層
が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 こ れ ら の 挿 入 孔 ５ は 、 図 ５ ， ６ に 示 す ご と く 、 孔 の 横 断 面 形 状 が 縦 横 で 長 さ が 相
違 し た 形 態 の 例 え ば 十 字 形 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 横 断 面 の 横 幅 は 、 後 述 の タ ー ミ ナ ル ６ を 挿
入 可 能 な 幅 に 形 成 さ れ 、 そ の 横 断 面 の 縦 幅 は 、 孔 に 挿 入 し 貫 通 し た タ ー ミ ナ ル ６ を そ の 軸
の 回 り で ９ ０ 度 回 し て 反 挿 入 方 向 に 戻 し た と き 、 タ ー ミ ナ ル ６ の 両 側 の 係 止 部 ６ ３ が 孔 の
側 壁 に 係 止 可 能 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ ら の 挿 入 孔 ５ に 挿 入 固 定 さ れ る タ ー ミ ナ ル ６ は 、 図 ３ ， ４ に 示 す よ う に 、 縦 長 の 導
電 性 金 属 板 か ら 形 成 さ れ 、 そ の 末 端 部 （ 下 端 部 ） は 細 く 形 成 さ れ る と 共 に か し め 接 続 部 ６
１ が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 タ ー ミ ナ ル の 先 端 部 （ 上 端 部 ） に 、 コ イ ル の 口 出 し 線 ７ を 半 田 付
け す る た め の 接 続 部 ６ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 タ ー ミ ナ ル ６ の 両 側 上 部 寄 り に 、 挿
入 孔 ５ の 内 側 に 係 止 す る た め の 、 係 止 部 ６ ３ が 突 き 出 す よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 タ
ー ミ ナ ル ６ の 先 端 部 に お け る 接 続 部 ６ ２ の 下 側 に は 、 挿 入 孔 ５ の 外 側 に 突 き 出 し て 縁 部 に
当 接 す る た め の フ ラ ン ジ 部 ６ ４ が 左 右 に 突 き 出 す よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 の ご と く 、 ス テ ー タ コ ア １ の 各 突 極 部 １ ２ と 継 鉄 部 １ １ の 一 部 に は 、 そ れ ら を 覆 う
よ う に 合 成 樹 脂 の 絶 縁 体 ４ が 被 覆 形 成 さ れ る が 、 こ の よ う な 絶 縁 体 ４ の 被 覆 成 形 は 、 例 え
ば 、 ス テ ー タ コ ア １ を イ ン サ ー ト し て 成 形 型 内 に 挿 入 し 、 合 成 樹 脂 に よ る イ ン サ ー ト 成 形
に よ り 、 ボ ビ ン ８ 、 挿 入 孔 ５ を 含 め て 一 体 成 形 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 継 鉄 部 １ １ の ２ 個 の 挿 入 孔 ５ 内 は こ の 絶 縁 体 ４ に よ り 被 覆 さ れ る が 、 挿 入 孔 ５ 内 の 絶 縁
体 ４ の 内 側 形 状 も 、 挿 入 孔 と 同 様 に 、 図 ５ ， ６ に 示 す ご と く 、 そ の 横 断 面 形 状 が 横 幅 を 長
く 縦 幅 を 短 く し た 十 字 状 と な っ て い る 。 な お 、 ス テ ー タ コ ア １ の 継 鉄 部 １ １ に は ア ー ス 接
続 用 の 挿 入 孔 が 形 成 さ れ 、 そ の ア ー ス 用 挿 入 孔 に は 絶 縁 体 ４ は 被 覆 さ れ ず 、 挿 入 孔 に 直 に
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タ ー ミ ナ ル ６ を 挿 入 し て ア ー ス 線 を 接 続 固 定 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た タ ー ミ ナ ル ６ を 使 用 し て 発 電 コ イ ル ２ の 口 出 し 線 ７ と ワ イ ヤ ハ
ー ネ ス ３ を 接 続 固 定 す る 場 合 、 先 ず 、 各 タ ー ミ ナ ル ６ の 末 端 の 接 続 部 ６ １ を ワ イ ヤ ハ ー ネ
ス ３ の 線 材 の 各 先 端 部 に 接 続 す る 。 タ ー ミ ナ ル ６ の 末 端 の 接 続 部 ６ １ は 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス
３ の 線 材 に 当 接 し た 状 態 で 、 そ の 両 側 の か し め 片 を か し め て 接 続 固 定 さ れ 、 タ ー ミ ナ ル ６
が 線 材 の 先 端 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス ３ の 線 材 の 先 端 部 に 接 続 さ れ た タ ー ミ ナ ル ６ を 、 ス テ ー タ コ ア １
に お け る 挿 入 孔 ５ に 一 方 の 側 か ら 挿 入 す る 。 正 極 側 の タ ー ミ ナ ル ６ は 絶 縁 体 ４ の 挿 入 孔 ５
に 挿 入 し 、 ア ー ス 線 用 の タ ー ミ ナ ル ６ は 絶 縁 体 ４ の な い 挿 入 孔 ５ に 挿 入 す る 。 こ の と き 、
タ ー ミ ナ ル ６ の 先 端 の フ ラ ン ジ 部 ６ ４ の 長 手 方 向 を 、 挿 入 孔 ５ の 横 幅 の 長 い 方 向 に 向 け て
挿 入 す れ ば 、 図 ５ の よ う に 、 タ ー ミ ナ ル ６ を 挿 入 孔 ５ 内 に 容 易 に 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 タ ー ミ ナ ル ６ の 先 端 が 挿 入 孔 ５ の 他 方 の 開 口 か ら 突 出 し て 貫 通 し た 状 態 で 、 そ
れ を タ ー ミ ナ ル ６ の 軸 の 回 り で 例 え ば ９ ０ 度 回 し て 反 挿 入 側 に 戻 す よ う に す る 。 こ れ に よ
り 、 図 ６ の よ う に 、 タ ー ミ ナ ル ６ の 両 側 の フ ラ ン ジ 部 ６ ４ と 係 止 部 ６ ３ が 挿 入 孔 ５ の 短 手
方 向 の 縦 幅 の 短 い 方 向 に 向 き 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 そ の 係 止 部 ６ ３ が 挿 入 孔 ５ 内 に 係 止 さ
れ 、 こ れ に よ り 、 タ ー ミ ナ ル ６ は 簡 単 に 挿 入 孔 ５ 内 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 挿 入 孔 ５ の 先 端 か ら 突 き 出 し た タ ー ミ ナ ル ６ の 先 端 の 接 続 部 ６ ２ に 、 発 電 コ イ ル
２ の 口 出 し 線 ７ の 先 端 を 半 田 付 け し て 、 発 電 コ イ ル ２ の 口 出 し 線 ７ と ワ イ ヤ ハ ー ネ ス ３ の
接 続 は 完 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 構 成 の 磁 石 式 発 電 機 の ス テ ー タ は 、 図 示 し な い エ ン ジ ン カ バ ー の 内 側 の 所 定 位 置 に
、 ス テ ー タ コ ア １ の 継 鉄 部 １ １ を 介 し て 、 つ ま り リ ン グ 状 の 継 鉄 部 １ １ の 固 定 孔 １ ３ に 固
定 ね じ を 挿 入 し 、 そ れ ら の ね じ を 締 め 付 け て 固 定 さ れ る 。 そ し て 、 ス テ ー タ の 外 周 に は 、
図 示 し な い ク ラ ン ク 軸 の 先 端 に 固 定 さ れ た ロ ー タ の ヨ ー ク 部 と 永 久 磁 石 が 僅 か な 隙 間 を 介
し て 回 転 可 能 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ス テ ー タ の 発 電 コ イ ル ２ に 接 続 さ れ た ワ イ ヤ ハ ー ネ ス ３ の 端 部 は 、 エ ン ジ ン の 電 機 機 器
な ど に 接 続 さ れ る 。 エ ン ジ ン の 運 転 に 伴 い 、 ロ ー タ が 回 転 し 、 ス テ ー タ の 外 周 部 を 複 数 に
分 割 さ れ た ロ ー タ の 永 久 磁 石 が 回 転 す る こ と に よ り 、 ス テ ー タ の 各 磁 極 部 に 巻 装 さ れ た 発
電 コ イ ル に 起 電 力 が 発 生 し 、 発 電 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 絶 縁 体 ４ を 合 成 樹 脂 の イ ン サ ー ト 成 形 に よ り 成 形 し た が 、 合
成 樹 脂 に よ り 型 成 形 に よ り 形 成 さ れ た ボ ビ ン 半 割 り 体 か ら 形 成 す る こ と も で き 、 こ の 場 合
、 ス テ ー タ コ ア の 両 側 か ら ボ ビ ン 半 割 り 体 を 嵌 着 し て 絶 縁 体 と し 、 ボ ビ ン 半 割 り 体 の 継 鉄
部 へ の 延 設 部 に 挿 入 孔 を 形 成 す る 構 造 と す る こ と も で き る 。 ま た 、 上 記 挿 入 孔 ５ は 、 横 断
面 形 状 を 十 字 状 と し た が 、 そ の 横 断 面 が 縦 幅 と 横 幅 を 相 違 し た 形 状 で あ っ て 、 挿 入 孔 に 挿
入 し た タ ー ミ ナ ル を そ の 中 心 軸 を 中 心 に 回 し た と き 、 係 止 部 が 係 止 可 能 な 形 状 で あ れ ば 、
任 意 の 形 状 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 磁 石 式 発 電 機 の ス テ ー タ に よ れ ば 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 線
材 の 先 端 に タ ー ミ ナ ル を か し め 固 定 に よ り 接 続 固 定 し た 状 態 で 、 そ の タ ー ミ ナ ル を 、 ス テ
ー タ コ ア の 挿 入 孔 に 挿 入 し 貫 通 し た 状 態 で 、 そ れ を タ ー ミ ナ ル の 軸 の 回 り で 例 え ば ９ ０ 度
回 し て 反 挿 入 側 に 戻 す よ う に す る だ け で 、 タ ー ミ ナ ル を ス テ ー タ コ ア に 対 し 固 定 す る こ と
が で き 、 ま た 、 タ ー ミ ナ ル は 予 め ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 線 材 の 先 端 に か し め 固 定 し て お く こ と
が で き る た め 、 従 来 の こ の 種 の ス テ ー タ の 配 線 接 続 作 業 に 比 べ 、 簡 単 に 少 な い 作 業 工 数 で
接 続 作 業 を 行 う こ と が で き 、 配 線 接 続 の 工 数 と 時 間 を 削 減 す る こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 磁 石 式 発 電 機 の ス テ ー タ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 ス テ ー タ の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 タ ー ミ ナ ル の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 タ ー ミ ナ ル の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 挿 入 孔 に タ ー ミ ナ ル を 挿 入 し た 際 の 平 面 図 （ ａ ） と 断 面 図 （ ｂ ） で あ る 。
【 図 ６ 】 タ ー ミ ナ ル を ９ ０ 度 回 し て 係 止 さ れ た 状 態 の 平 面 図 （ ａ ） と 断 面 図 （ ｂ ） で あ る
。
【 図 ７ 】 図 ６ の VII-VII断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ － ス テ ー タ コ ア
　 ２ － 発 電 コ イ ル
　 ３ － ワ イ ヤ ハ ー ネ ス
　 ４ － 絶 縁 体
　 ５ － 挿 入 孔
　 ６ － タ ー ミ ナ ル
　 ７ － 口 出 し 線
　 ６ １ － か し め 接 続 部
　 ６ ２ － 接 続 部
　 ６ ３ － 係 止 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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